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に
必
要
な
業
者
（
レ
ン
タ
カ

ー
、
建
設
会
社
、
弁
当
屋
な

ど
）
を
紹
介
も
し
ま
す
。
こ

れ
ら
は
す
べ
て
無
料
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　
映
画
大
国
の
米
国
が
Ｆ
Ｃ

の
発
祥
地
で
、
現
在
世
界
二

十
五
カ
国
に
約
二
百
八
十
団

体
あ
り
ま
す
。
日
本
国
内
で

も
昨
年
か
ら
大
阪
、
神
戸
、

北
九
州
、
横
浜
、
北
海
道
な

ど
で
生
ま
れ
、
四
月
二
十
日

に
は
東
京
都
に
も
「
東
京
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　
映
像
制
作
誘
致
が
地
域
振

興
や
産
業
振
興
に
な
っ
た

り
、
国
や
自
治
体
の
さ
ま
ざ

ま
な
許
可
関
係
が
絡
む
こ
と

か
ら
、
各
地
の
Ｆ
Ｃ
は
行
政

が
主
体
に
な
っ
た
り
、
行
政

の
外
郭
団
体
が
窓
口
に
な
っ

て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
　

映
画
塾
は
、
映
画
「
白
痴
」

の
新
潟
ロ
ケ
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
で
き
た
こ
と
や
、
昨

年
二
本
の
作
品
を
誘
致
し
た

経
験
か
ら
、
Ｆ
Ｃ
設
立
に
向

け
た
全
国
的
な
動
き
に
注

目
。
年
明
け
か
ら
具
体
的
な

検
討
を
始
め
ま
し
た
。
　
Ｆ

Ｃ
は
映
画
好
き
だ
け
の
話
で

は
な
く
、
経
済
的
な
波
及
効

果
や
観
光
客
の
誘
致
、
地
場

産
業
と
の
ド
ッ
キ
ン
グ
に
よ

る
新
た
な
産
業
創
出
な
ど
も

期
待
で
き
ま
す
。

　
そ
し
て
映
画
塾
で
は
特

に
、
風
景
が
映
像
化
さ
れ
る

こ
と
で
、
見
慣
れ
た
街
が
新

鮮
に
見
え
て
く
る
「
映
像
に

よ
る
地
域
再
発
見
」
の
効
果

を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　
映
画
塾
は
三
月
か
ら
新
潟

市
や
新
潟
県
の
関
係
部
局
に

設
立
へ
向
け
た
提
案
・
働
き

掛
け
を
行
い
、
一
定
の
理
解

　
Ｆ
Ｃ
の
活
動
は
、
ロ
ケ
地

と
な
り
そ
う
な
風
景
や
協
力

体
制
を
映
画
会
社
や
テ
レ
ビ

会
社
に
Ｐ
Ｒ
し
、
道
路
や
施

設
使
用
許
可
申
請
な
ど
を
ロ

ケ
隊
に
代
行
し
て
行
い
ま

す
。
ま
た
宿
泊
施
設
や
撮
影
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を
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
実
現
に
は
住
民
や
経
済

人
な
ど
の
盛
り
上
が
り
が
必

要
で
す
。

　
会
員
の
み
な
さ
ん
に
お
願

い
で
す
。
ま
ず
は
、
周
り
に

Ｆ
Ｃ
と
い
う
も
の
の
存
在
を

知
っ
て
も
ら
う
働
き
掛
け
を

行
っ
て
下
さ
い
。
「
Ｆ
Ｃ
っ

て
知
っ
て
る
？
　
で
き
た
ら

い
い
よ
ね
」
と
呼
び
か
け
て

下
さ
い
。

　
映
画
塾
は
Ｆ
Ｃ
提
唱
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
ほ

か
、
パ
ン
フ
を
ま
ず
二
千
部

作
成
、
シ
ネ
ウ
イ
ン
ド
を
中

心
に
配
布
中
で
す
。
配
布
場

所
探
し
も
ご
協
力
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
星
ま
で
。
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映
画
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
の
ロ
ケ
を
誘
致
・
支
援
す
る
「
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
（
Ｆ
Ｃ
）
と
い
う
組
織
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
　
に
い
が
た
映
画
塾
で
は
、
本
年
度
の
事
業
と
し
て
行
政
や
経
済
団
体
な
ど
に
Ｆ
Ｃ
設
立
を
働
き

か
け
る
運
動
を
始
め
ま
し
た
。
Ｆ
Ｃ
設
立
に
よ
り
映
画
・
テ
レ
ビ
の
ロ
ケ
が
活
発
に
な
る
こ
と
で
、
国
内
外
に
新
潟
県

を
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、
自
分
た
ち
の
住
む
街
が
誇
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

二
面
に
関
連
記
事
）

　
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

設
立
運
動
費
と
し
て
、
四
万

八
千
円
の
補
正
予
算
を
組
む

こ
と
が
三
月
七
日
の
定
例
会

で
決
ま
り
ま
し
た
。
運
動
費

は
コ
ピ
ー
代
や
郵
送
費
な
ど

に
使
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
〇
一
年
度
予
算
は
当
初

の
百
二
十
三
万
円
か
ら
百
二

十
七
万
八
千
円
に
増
額
さ
れ

ま
し
た
。

　
に
い
が
た
映
画
塾
「
第
６

期
講
座
」
が
新
潟
市
万
代
市

民
会
館
を
主
会
場
に
、
い
よ

い
よ
五
月
十
二
日
開
幕
し
ま

す
。
七
月
二
十
八
日
ま
で
、

「
海
の
日
」
連
休
で
の
卒
業

制
作
を
含
み
全
十
二
回
の
講

座
で
す
。

　
今
回
は
初
の
土
曜
日
夜
の

開
催
。
こ
れ
ま
で
よ
り
シ
ン

プ
ル
で
実
践
的
な
講
座
と
な

り
ま
し
た
。
卒
業
制
作
は
一

六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
で
行
い
ま

す
。
今
年
も
新
潟
市
芸
術
文

化
振
興
財
団
の
助
成
事
業
で

す
。
受
講
申
し
込
み
の
集
ま

　
に
い
が
た
映
画
塾
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
（
民
間
非
営
利
組
織
）

と
し
て
、
法
人
格
を
取
得
す

る
た
め
の
準
備
に
入
り
ま
し

た
。
三
月
か
ら
五
月
に
か
け

て
の
定
例
会
で
準
備
作
業
入

り
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
化
の
最
大
の
目
的

は
、
行
政
や
県
民
、
企
業
な

ど
か
ら
の
高
い
信
用
を
得
る

こ
と
で
、
映
像
制
作
の
環
境

づ
く
り
を
一
層
進
め
る
た
め

で
す
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
年
末
ま
で
に
申
請
資
料

を
整
え
、
年
明
け
の
二
〇
〇

二
年
度
総
会
で
法
人
化
承
認

を
い
た
だ
き
、
県
に
申
請
書

を
提
出
す
る
予
定
で
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
は
「
利
益

追
求
で
は
な
く
社
会
的
な
使

命
の
実
現
を
目
指
し
て
、
不

特
定
多
数
の
利
益
の
た
め
に

公
益
活
動
を
行
う
組
織
・
事

業
体
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま

す
。
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

行
う
ま
ち
づ
く
り
や
福
祉
、

文
化
活
動
な
ど
の
組
織
に
対

し
県
が
認
可
し
ま
す
。
県
内

に
は
現
在
、
約
五
十
の
団
体

が
あ
り
ま
す
。

　
法
人
格
を
得
る
こ
と
で
、

各
種
の
契
約
が
「
に
い
が
た

映
画
塾
」
名
で
行
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ま
た
任
意
団

体
よ
り
も
信
用
度
が
増
し
、

活
動
が
一
般
の
人
の
目
に
触

れ
や
す
く
な
る
ほ
か
、
助
成

金
や
補
助
金
を
受
け
る
チ
ャ

ン
ス
も
増
え
ま
す
。

　
半
面
、
会
計
の
透
明
性
が

よ
り
一
層
求
め
ら
れ
、
一
定

の
も
う
け
を
あ
げ
た
場
合
、

り
が
鈍
く
、
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
五
日
現
在
で
受
講
予

定
者
は
二
十
六
人
。
コ
ン
ス

タ
ン
ト
に
三
十
人
前
後
を
維

持
し
て
い
た
過
去
の
講
座
の

水
準
に
な
り
ま
し
た
。
（
二

面
に
続
く
）

法
人
税
な
ど
を
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
責
任
と
義

務
が
重
く
な
り
ま
す
。

　
映
画
塾
で
は
本
年
度
「
法

人
化
」
を
進
め
る
べ
き
か
ど

う
か
、
一
月
の
総
会
前
に
話

し
合
い
を
行
い
ま
し
た
が

「
法
人
化
す
る
メ
リ
ッ
ト
が

な
い
」
と
い
う
意
見
が
根
強

く
、
事
業
計
画
で
は
「
法
人

化
に
向
け
調
査
」
と
い
う
表

現
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
　
し
か
し
、
昨
年
の
論
議
は

収
益
事
業
を
拡
大
す
べ
き
か

が
議
論
の
中
心
に
な
り
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
な
ぜ
目
指
す
の
か
」

と
い
う
根
本
的
な
部
分
の
議

論
は
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
映
画
塾
が
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
設
立
を

行
政
に
働
き
か
け
る
な
ど
社

会
的
使
命
の
強
い
活
動
を
行

う
に
つ
れ
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
な
っ
た
方
が
、
よ
り
信
用

や
発
言
力
が
増
す
」
と
い
う

声
が
出
て
、
法
人
申
請
に
向

け
た
準
備
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
法
人
化
後
も
、
映
画
塾
の

活
動
は
急
激
な
変
更
は
な

く
、
今
ま
で
通
り
会
員
の
自

発
的
な
意
思
に
基
づ
く
活
動

と
そ
の
支
援
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
む
し
ろ
、
こ
れ
ま
で

の
映
画
塾
の
活
動
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ

的
な
も
の
で
あ
り
、
法
人
化

は
補
完
的
な
も
の
に
過
ぎ
な

い
と
も
い
え
ま
す
。

　
な
お
、
法
人
化
に
つ
い
て

定
例
会
で
一
応
の
確
認
は
出

来
ま
し
た
が
、
会
員
か
ら
の

疑
問
や
慎
重
意
見
を
継
続
し

て
受
け
付
け
ま
す
。
メ
ー
ル

か
フ
ァ
ク
ス
で
映
画
塾
に
お

寄
せ
下
さ
い
。
そ
れ
を
基
に

さ
ら
に
話
し
合
い
を
続
け
ま

す
。

星

第
６
期

き
ょ
う
開
講
！

設立向け運動
映画・テレビ  ロケ撮影を誘致・支援

フィルムコミッション

地
域
再
発
見
の
効
果

県
や
市
に

働
き
掛
け

補
正
予
算
で

４
万
円
支
出

Ｆ
Ｃ
運
動
費
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

準
備
開
始

来
年
１
月
め
ど
に
県
へ
申
請

シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
な
ど
で
配
布
し
て
い
る
パ
ン
フ
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（
一
面
の
続
き
）

　
第
６
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

＝
表
参
照
＝
は
ま
ず
、
ビ
デ

オ
を
使
っ
た
恒
例
の
ア
ド
リ

ブ
映
像
づ
く
り
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
第
二
週
で
は
発
想
か

ら
上
映
ま
で
の
映
画
制
作
の

流
れ
を
座
学
で
学
び
、
第
三

週
の
映
画
鑑
賞
は
新
潟
の
映

画
館
で
は
見
る
機
会
の
な
い

ジ
ョ
ナ
ス
・
メ
カ
ス
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
リ

ト
ア
ニ
ア
へ
の
旅
の
追
憶
」

（
一
九
七
二
年
）
を
鑑
賞
し

ま
す
。

　
第
五
週
は
卒
業
作
品
の
企

画
発
表
。
そ
の
後
の
撮
影
入

門
・
実
習
や
制
作
入
門
な
ど

で
企
画
を
よ
り
具
体
化
し
て

い
き
ま
す
。

　
「
ビ
デ
オ
ス
ケ
ッ
チ
」
は

初
の
試
み
で
、
企
画
を
実
際

に
簡
単
な
映
像
に
す
る
こ
と

リ
卒
業
制
作
映
画
撮
影
。
進

め
方
は
従
来
通
り
の
グ
ル
ー

プ
短
編
制
作
か
、
「
人
生
の

中
の
あ
る
特
別
な
一
日
」
を

テ
ー
マ
に
、
一
人
が
一
―
二

分
の
作
品
を
つ
く
り
、
そ
れ

を
つ
な
げ
て
一
本
の
オ
ム
ニ

バ
ス
作
品
に
し
ま
す
。
こ
の

卒
制
ス
タ
イ
ル
は
初
の
試
み

で
す
。

　
七
月
二
十
八
日
の
ラ
ッ

シ
ュ
（
未
編
集
の
フ
ィ
ル

ム
）
上
映
で
講
座
は
い
っ
た

ん
終
了
し
ま
す
が
、
編
集
、

音
入
れ
、
仕
上
げ
な
ど
を
受

講
生
は
八
月
の
約
一
カ
月
を

か
け
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
講
師
は
映
画
塾
常
任
講
師

で
あ
る
笹
崎
隆
（
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
マ
ン
）
、
野
上
純
嗣

映
像
作
家

、
ナ
シ
モ
ト
タ

オ

同

の
三
氏
で
す
。

　
一
九
九
七
年
か
ら
始
ま
っ

た
映
画
塾
の
講
座
は
毎
回
、

よ
り
充
実
し
た
も
の
を
と
い

う
ス
タ
ッ
フ
の
願
い
が
詰
め

込
ま
れ
、
期
間
や
講
師
、
作

品
数
な
ど
が
年
々
膨
ら
む
傾

向
に
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
熱
意
が
二
百
人

を
超
す
卒
業
生
を
生
み
出

し
、
映
画
塾
の
活
動
の
大
き

な
原
動
力
に
な
っ
た
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

の
一
方
で
ス
タ
ッ
フ
の
負
担

も
年
々
増
し
、
映
画
塾
の
活

動
が
多
岐
に
渡
る
に
つ
れ
、

講
座
開
催
に
全
精
力
を
つ
ぎ

込
む
こ
と
が
重
荷
に
な
っ
て

き
た
の
も
事
実
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

日
曜
日
の
半
日
を
費
や
す
講

で
、
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ

た
り
、
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
映

像
化
す
る
に
は
何
が
必
要
か

を
体
感
し
て
も
ら
う
時
間
で

す
。
　
七
月
二
十
、
二
十
一
、
二

十
二
日
の
三
日
間
が
一
六
ミ

座
か
ら
、
第
６
期
は
土
曜
日

午
後
六
時
か
ら
九
時
ま
で
の

三
時
間
に
絞
り
込
み
、
ス

タ
ッ
フ
の
数
も
大
幅
に
減
ら

し
ま
し
た
。

　
と
は
い
え
講
座
の
質
は
落

と
さ
ず
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

的
な
ス
タ
イ
ル
に
す
る
こ
と

で
「
知
識
」
よ
り
「
発
見
」

に
重
点
を
置
い
た
講
座
と
し

ま
し
た
。
よ
り
密
度
の
濃
い

講
座
に
な
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
で
し
ょ
う
。

1　     5月12日(土) ビデオ実習

2　　       19日(土) 映画制作の流れ

3　　       26日(土) 映画鑑賞

4　     6月  2日(土) イメージの具体化

5                9日(土) 企画発表

6              16日(土) 撮影入門

7              23日(土) 撮影実習

8              30日(土) 制作入門

9       7月　7日(土) ビデオスケッチ上映・講評

10            14日(土) 卒制事前準備

11　         20―22日（祝、土、日）

       卒業制作映画撮影

12           28日(土) ラッシュ上映

編集などの仕上げ作業は8月に随時行います。

受講料：33,000円

第6期カリキュラム

　
映
画
を
見
る
時
、
ど
こ
へ

行
き
ま
す
か
？

新
潟
市
に

は
シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
が
あ

り
、
シ
ネ
コ
ン
も
ま
た
新
た

に
開
館
す
る
そ
う
で
す
ね
。

ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
や
Ｂ
Ｓ
・
Ｃ

Ｓ
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
あ
れ
ば
お

う
ち
鑑
賞
も
で
き
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
よ
う
に
選
択
の
幅

が
広
が
っ
て
も
見
る
機
会
の

稀
な
ジ
ャ
ン
ル
、
そ
れ
が
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
で
す
。

　
そ
こ
で
「
新

潟
・
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画

を
見
る
会
」
は

発

足

し

ま

し

た
。
今
年
の
一

月
か
ら
二
ヶ
月

に
一
度
、
第
四

土
曜
日
に
定
期

上
映
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に

「
頑
固
な
夢
」

（
山
形
国
際
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー

映

画

祭

大

賞
）
、
「
百
代

の
過
客
」
（
原

將
人
監
督
）
の

二
作
品
を
上
映

し
好
評
を
頂
き

ま
し
た
。
次
回
は
五
月
二
十

六
日
（
土
）
に
「
リ
ト
ア
ニ

ア
へ
の
旅
の
追
憶
」
（
一
九

七
二
年
／
八
七
分
）
を
万
代

市
民
会
館
三
階
視
聴
覚
室
に

て
上
映
し
ま
す
。
実
験
映
画

や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
分

野
で
多
大
な
影
響
を
与
え
た

作
家
ジ
ョ
ナ
ス
・
メ
カ
ス
の

代
表
作
で
す
。
午
後
三
時
か

ら
と
午
後
七
時
か
ら
の
二
回

上
映
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
お
問
い
合
わ
せ
は
に
い

が
た
映
画
塾
ま
で
。（
こ
ま
）

　
〇
一
年
度
の
「
に
い
が
た
シ
ナ
リ
オ
講
座
」
が
五
月
十
九
日
か
ら
七
月
二
十
八
日
ま

で
、
隔
週
土
曜
日
夜
、
全
六
回
の
日
程
で
始
ま
り
ま
す
。
会
場
は
第
６
期
映
画
塾
と
同

じ
万
代
市
民
会
館
。
第
６
期
と
同
時
進
行
で
す
。
講
師
の
司
貴
志
さ
ん
か
ら
開
講
に
先

立
ち
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
野
球
を
始
め
る
人
は
、
ま

ず
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
行
い

ま
す
。
相
手
の
胸
元
に
届
く

よ
う
に
正
確
に
投
げ
込
む
の

で
す
。
最
初
は
近
く
、
そ
し

て
序
々
に
遠
く
へ
。
何
年
も

同
じ
事
を
繰
り
返
し
、
遠
く

に
放
れ
る
基
礎
体
力
を
身
に

つ
け
、
正
し
い
身
の
こ
な
し

を
覚
え
て
、
野
球
の
で
き
る

体
（
肩
）
を
つ
く
り
あ
げ
ま

す
。
や
が
て
、
名
選
手
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
初

め
て
正
し
い
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
の
大
切
さ
に
気
が
つ
く
の

で
す
。

　
シ
ナ
リ
オ
を
書
く
と
言
う

表
現
行
為
も
何
ら
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。
講
座
の
テ
ー

マ
は
『
短
く
て
も
き
ち
ん
と

あ
な
た
の
「
き
ほ
ん
」

見
つ
け
ま
し
ょ
う

司　貴史

１　5月19日(土) オリエンテーション／授業

の方針 　

２　6月2日(土) 映像の特性と描写

３　6月16日(土) シナリオの実際

４　6月30日(土) 人物の描き方

５　7月14日(土) 着想のヒント、アイディ

ア、キャラクターの追求

６　7月28日(土) シナリオコンテスト対策

毎回、宿題あり　講義終了1カ月後に最終稿の

提出(120枚）

受講料：23,000円

にいがたシナリオ講座カリキュラム

他
人
に
伝
わ
る
シ
ナ
リ
オ
』

を
書
く
技
術
を
身
に
つ
け
る

と
い
う
事
で
す
。
映
像
に
す

る
事
を
意
識
し
て
表
す
と
い

う
制
約
を
理
解
し
、
四
枚
、

八
枚
、
二
十
枚
と
序
々
に
長

い
も
の
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
四
枚
で
自
分
の
伝
え

た
い
シ
ー
ン
を
他
人
に
訴
求

で
き
な
け
れ
ば
、
長
い
も
の

な
ど
土
台
無
理
な
の
で
す
。

ゆ
る
ぎ
な
い
、
確
か
な
眼
と

技
術
に
支
え
ら
れ
た
一
枚
が

礎
と
な
り
、
人
の
心
を
打
つ

百
枚
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の

で
す
。
そ
の
事
を
理
解
で
き

れ
ば
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
も
、

あ
な
が
ち
夢
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
　
二
カ
月
半
、
全
六
回
の
講

座
の
内
容
は
、
他
で
は
半
年

分
に
相
当
す
る
濃
度
で
す
。

毎
回
の
宿
題
を
こ
な
し
て
い

く
の
は
き
つ
く
て
、
デ
ー
ト

も
ま
ま
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
昨
年
の
講
座
の
終
了

後
、
受
講
生
達
は
「
二
万
三

千
円
は
安
か
っ
た
」
と
言
い

ま
し
た
。
そ
の
表
情
か
ら
、

何
か
を
掴
ん
だ
、
自
分
の

「
き
ほ
ん
」
を
見
つ
け
た
と

い
う
喜
び
が
こ
ぼ
れ
て
い
る

の
が
良
く
解
り
ま
し
た
。

　
に
い
が
た
シ
ナ
リ
オ
講
座

は
、
そ
う
い
う
講
座
で
す
。

シ
ナ
リ
オ

は
　
日
ス
タ
ー
ト

19

　映画塾は３月時点で設立していた全国のフィルムコミッションに活動調査票を送り、その活動を調
査しました。概要は以下の通り。（回答は３月上旬時点。①は発足年月日、②は人員・予算、③は組
織、④は主な活動実績）

　■大阪ロケーション・サービス協議会(大
阪市)①00年２月23日②大阪商工会議所地域
振興部長以下６人兼務、1000万円（大阪
府、市、大商による分担金。人件費除く）③
会長は大商専務理事、顧問に府知事、市長、
大商会頭、窓口は大商内④映画９本（ミナミ
の帝王、ゴジラ×メカギラスなど）ドラマ１
本、ＣＭ３本、その他２本
　■神戸フィルムオフィス(神戸市)①98年よ
り準備、00年８月にＡＦＣＩ（世界組織）
の正会員となり、同年９月13日に開設②専
任1人、神戸市職員など兼務1人、1600万円
③神戸国際観光コンベンション協会、神戸市
産業振興局企業誘致推進室、神戸市シアトル
事務所によるプロジェクト。事務局はコンベ
ンション協会内④映画２本（「走れ！イチロ

ー」ほか）、テレビ
　■北九州フィルムコミッション(北九州市)
①88年から市が都市イメージアップ活動と
してロケ誘致を行い、00年９月27日にＦＣ
設立②広報室報道課イメージアップ係の職員
４人が兼務、300万円程度（ＨＰ作成費、そ
の他は広報室予算）③会長は市長、顧問は福
岡県知事、参与に九州経済産業局長など④Ｆ
Ｃ設立前は11年間で475本、パブリシティ効
果は526万円と算出。ＦＣ設立後は実績なし
　■横浜フィルムコミッション（横浜市)①
00年10月１日②横浜観光コンベンション
ビューロー情報サービス課長以下５人、０円
(ほかの経費を流用)③窓口は情報サービス課
④270件（映画30、テレビ95、ＣＭ91、ビ
デオ32など）

全
国
Ｆ
Ｃ

活
動
を
調
査

シ
ン
プ
ル
＆
実
践
重
視

第
６
期

の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

オ
ム
ニ
バ
ス
式
の
卒
制
も

ジョナス・メカスの作品上映
ドキュメンタリー映画を見る会

5月は26日
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督
・
撮
影
、
小
林
茂
さ
ん
の

第
一
回
監
督
作
品
「
こ
ど
も

の
そ
ら
」
の
上
映
を
行
い
ま

す
。
東
京
、
札
幌
の
一
般
劇

場
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
公
開
で
大

き
な
反
響
を
呼
ん
だ
同
作

品
。
新
潟
で
の
が
い
旋
上
映

で
す
。

　
「
こ
ど
も
の
そ
ら
」
は
札

幌
の
共
同
学
童
保
育
所
つ
ば

さ
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
を

描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

作
品
。
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
子

も
な
い
子
も
共
に
遊
び
、
放

課
後
を
過
ご
す
。
子
ど
も
た

ち
の
表
情
が
生
き
生
き
と
描

か
れ
ま
す
。

　
東
京
の
上
映
で
は
、
情
報

誌
「
ぴ
あ
」
の
公
開
初
日
調

査
で
、
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ

第
四
位
に
な
る
な
ど
、
評
論

家
だ
け
で
な
く
一
般
観
客
の

高
い
支
持
を
受
け
ま
し
た
。

　
美
術
評
論
家
の
大
倉
宏
さ

ん
（
第
４
期
講
師
）
は
「
そ

こ
ま
で
し
な
く
と
も
と
い
う

「
は
み
だ
し
」
映
像
が
随
所

に
あ
ふ
れ
る
（
例
え
ば
、
二

度
に
わ
た
っ
て
延
々
映
さ
れ

る
雪
合
戦
）
。
こ
の
「
は
み

だ
し
」
シ
ョ
ッ
ト
が
艶
や
か

な
水
の
よ
う
に
私
を
わ
く
わ

く
さ
せ
る
」
（
三
月
十
九
日

付
新
潟
日
報
）
と
絶
賛
し
て

い
ま
す
。

　
当
日
は
小
林
茂
さ
ん
と
今

春
ま
で
つ
ば
さ
ク
ラ
ブ
の
指

導
員
だ
っ
た
吉
田
泰
三
さ
ん

の
ト
ー
ク
も
あ
り
ま
す
。
会

場
は
新
潟
市
万
代
市
民
会

館
。
昨
年
の
シ
ネ
・
ウ
イ
ン

ド
で
の
上
映
を
見
逃
し
た

方
、
も
う
一
度
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
に
出
会
い
た
い
方
、

必
見
で
す
！
　
料
金
等
は
別

表
を
ご
覧
下
さ
い
。

　
こ
れ
と
は
別
に
、
翌
六
月

十
三
日

水

午
後
六
時
半
か

ら
は
、
長
岡
市
中
央
公
民
館

で
小
林

さ
ん

の
最

新
作

「
ち
ょ
っ
と
青
空
」
（
ビ
デ

オ
、
三
十
一
分
）
の
上
映
会

と
吉
田
さ
ん
の
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
同
作
品
は
施
設
を
出
て
自

立
生
活
を
送
る
重
度
障
害
者

と
そ
こ
に
や
っ
て
く
る
人
た

ち
の
物
語
。
四
月
に
完
成
し

　
映
画
塾
の
定
期
上
映
会

「
シ
ネ
バ
ン
０
１

ゼ
ロ
ワ

ン

」

は

六

月

十

二

日

（
火
）
午
後
六
時
半
か
ら
、

映
画
塾
で
お
な
じ
み
映
画
監

た
ば
か
り
で
、
舞
台
の
札
幌

で
の
試
写
会
で
は
笑
い
の
渦

に
包
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

　
入
場
料
は
カ
ン
パ
。
交
流

会
あ
り
。
こ
ち
ら
の
問
い
合

わ
せ
は
目
黒
さ
ん
、
０
２
５

８
―
３
６
―
６
３
２
３
か
小

林
さ
ん
、
０
２
５
８
―
３
４

―
６
６
０
８
へ
。

■「こどものそら」上映＆トークショー

小林茂監督と吉田泰三さん（「つばさクラブ」元指

導員）のトークショーと「こどものそら」上映

▽場所　新潟市万代市民会館６階大ホール（025-

246-7711）

▽日時　6月12日(火)　午後6時30分―9時

▽入場料　一般1400円(前売り1200円)

　　　　　大学生・高校生・専門学校生1200円(前

　　　　　売り1000円)

　　　　　中学生・小学生・障害のある方・シニア

　　　　　800円

▽主催・問い合わせ　にいがた映画塾　電話・ファ

クス　025-248-9088(電話は夜7時以降)

に
い
が
た
映
画
塾
が
ビ
デ
オ

制
作
を
担
当
し
て
い
る
、

「
子
ど
も
の
夢
が
育
つ
学
校

づ
く
り
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
二
月
十
日
、
新
潟
市
の
ユ

ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
約
百
五
十
人
の
聴

衆
の
も
と
、
教
師
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
ビ
デ
オ
制
作
担
当
者
ら

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
い
ま
、
学
校
が
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
中
、
学
校
の
森

づ
く
り
、
ビ
オ
ト
ー
プ
（
自

然
を
模
し
た
池
）
づ
く
り
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
主
導
に
よ
る
新
し
い

学
校
づ
く
り
、
不
登
校
児
の

学
校
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

育
へ
の
取
り
組
み
を
熱
く

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
ビ
デ
オ
制

作
を
幅
広
く
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
撮
影
中
の
ビ
デ
オ
の

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
も
上
映
。

会
場
か
ら
は
、
「
子
供
た
ち

の
生
の
姿
を
反
映
し
て
ほ
し

い
」
「
地
域
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
の
関
わ
り
を
紹
介
し

て
ほ
し
い
」
「
完
成
が
楽
し

み
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
ビ
デ
オ
は
現
在
七
割
ほ

ど
撮
影
が
進
み
、
九
月
完
成

を
め
ざ
し
て
今
後
、
編
集
作

業
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

（
笹
崎
）

　
二
月
二
日
、
東
京
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
て
、
「
第
二
回

フ
ィ
ル
ム
ラ
ヴ
ァ
ー
ズ
フ
ェ

ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
、
「
ス

ク
ー
ル
デ
イ
ズ
」
と
「
う
れ

し
い
、
着
ぐ
る
み
」
が
上
映

さ
れ
ま
し
た
。
「
着
ぐ
る

み
」
主
演
の
江
村
隆
芳
と
、

石
川
浩
之
、
井
上
朗
子
三
人

で
参
加
。
会
場
に
は
古
澤
敏

文
さ
ん
も
見
に
来
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
富
士

写
真

フ
ィ

ル
ム

（
株
）
と
報
映
産
業
（
株
）

が
ｊ
ｓ
ｃ
（
日
本
撮
影
家
協

会
）
の
要
請
に
応
え
て
主
催

し
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

な
雰
囲
気
の
た
だ
よ
う
上
映

会
で
し
た
。

　
「
ス
ク
ー
ル
デ
イ
ズ
」
は

東
京
初
上
映
。
映
画
塾
第
３

期
の
講
師
に
も
お
呼
び
し
た

「
白
痴
」
の
藤
澤
順
一
キ
ャ

メ
ラ
マ
ン
よ
り
「
実
に
、
い

い
」
と
の
お
ほ
め
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
一
六
ミ
リ
作
品
に
限
っ
た

上
映
会
と
い
う
こ
と
で
、
自

主
映
画
ら
し
い
瑞
々
し
さ
に

あ
ふ
れ
た
作
品
は
あ
ま
り
見

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
福
島
県
で
撮
影
さ
れ
た

水
野
潔
一
監
督
「
宇
宙
の
り

ん
か
く
」
は
、
子
供
を
主
人

公
に
し
た
秀
作
で
し
た
。
隣

県
で
こ
ん
な
に
も
良
質
な
一

六
ミ
リ
映
画
が
つ
く
ら
れ
て

い
た
と
は
！

　
来
年
は
是
非
第
６
期
作
品

で
参
加
し
た
い
で
す
ね
。

（
井
上
朗
子
）

　
石
川
浩
之
さ
ん
（
３
期
）

の
一
六
ミ
リ
力
作
「
ス
ク
ー

ル
デ
イ
ズ
」
な
ど
の
東
京
上

映
会
が
三
月
二
十
七
日
、
下

北
沢
の
短
編
映
画
館
「
Ｔ
Ｏ

Ｌ
Ｌ
Ｙ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
」
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
映
画
塾
コ
ム
の

掲
示
板
に
「
サ
ク
ラ
フ
ワ

リ
」
さ
ん
か
ら
当
日
の
報
告

が
あ
っ
た
の
で
抜
粋
を
掲
載

し
ま
す
。
×
　
　
　
　
　
×

　
上
映
会
の
タ
イ
ト
ル
は

「
春
風
ふ
わ
ふ
わ
下
北
沢
〜

今
日
の
夕
方
、
桜
の
降
る

頃
、
映
画
館
で
逢
い
ま
し
ょ

う
〜
」
で
し
た
。

　
一
日
限
定
と
い
う
制
約
が

あ
っ
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

は
と
て
も
観
客
の
入
り
を
心

配
し
て
い
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
予
想
以
上
の

観
客
動
員
数
が
あ
り
ま
し

た
。
当
日
券
で
三
十
九
人
の

観
客
動
員
が
あ
り
ま
し
た
。

や
は
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
当
日

の
小
田
急
下
北
沢
駅
で
の
チ

ラ
シ
配
り
が
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　
上
映
作
品
は
、
佐
藤
広
一

さ
ん
監
督
の
「
た
な
ご
日

和
」
、
「
蚊
と
闘
う
男
」
。

石
川
浩
之
監
督
の
「
豆
腐
屋

直
次
郎
」
、
「
Ｂ
Ａ
Ｄ
Ｂ
Ｏ

Ｙ
Ｓ

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｄ
Ａ
Ｙ

Ｓ
」
、
そ
し
て
「
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ

ｏ
ｌ

Ｄ
ａ
ｙ
ｓ
〜
ボ
ク
は

こ
ん
な
だ
っ
た
〜
」
で
す
。

　
み
ん
な
満
足
そ
う
な
表
情

を
し
て
帰
っ
て
行
く
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の

方
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
！

　
新
潟
で
の
宣
伝
が
、
映
画

塾
新
聞
「
Ｎ
Ｇ
」
の
み
と
い

う
こ
と
と
平
日
と
い
う
こ
と

で
新
潟
か
ら
の
お
客
さ
ん
は

ご
く
僅
か
で
し
た
。

シ
ネ
バ
ン
　01

6月12日｢こどものそら｣
東京上映成功、コバさん凱旋

長
岡
で
は
翌
日

新
作
上
映
会
も

学
校
シ
ン
ポ
に
　
人

ビ
デ
オ
い
よ
い
よ
編
集
入
り

150

東
京
で
石
川
作
品
な
ど
上
映

藤
澤
氏
が
絶
賛

予
想
以
上
の
動
員
数

小林茂さんの初監督作品「こどものそら」の一場面
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地
球
の
片
隅
で
ひ
っ
そ
り

と
続
い
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
日
曜
午
後
の
「
シ
ネ
マ

で
愛
し
て
！
」
。
ひ
っ
そ
り

続
い
て
約
一
年
半
。
放
送
回

数
も
七
十
回
を
超
え
ま
し

た
。
人
間
で
い
え
ば
お
じ
い

ち
ゃ
ん
で
す
ね
。
今
年
の
三

月
末
に
放
送
終
了

の
危
機
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
う
っ

か
り
乗
り
越
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。

し
ま
っ
た
な
。

　
仕
方
が
な
い
の

で
薄
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。
①
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を

変
え
た
　
②
吉
田
健
明
さ
ん

の
美
声
を
割
愛
し
た
。
ホ
ン

ト
に
こ
れ
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

か
い
な
と
い
う
く
ら
い
薄
い

で
す
。

　
番
組
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
の
と

大
学
公
開
講
座
の
越
智
敏
夫

先
生
が
登
場
で
す
。
「
シ

ネ
・
ウ
イ
ン
ド
の
シ
ネ
マ
で

愛
し
て
！
」
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
意
図
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
た
だ
の
成
り

行
き
で
す
。
ま
ず
い
で
す
か

ね
。

　
も
う
す
ぐ
第

６
期
映
画
塾
実

践
講
座
も
始
ま

る
こ
と
だ
し
取

材
も
し
な
き
ゃ

ね
、
ふ
ー
、
と

思
っ
て
は
い
ま

す
。
最
後
に
宣
伝
で
す
。
日

曜
午
後
五
時
、
七
六
・
一
Ｍ

Ｈ
ｚ
。
水
曜
午
後
の
再
放
送

は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

ネ
ッ
ト
放
送
は
映
画
塾
の
サ

イ
ト
で
ま
だ
続
い
て
ま
す
。

よ
か
っ
た
ら
聞
い
て
く
だ
さ

い
。

駒
形

▽
二
月
十
一
日

■
定
例
会
、
水
曜
日
に
変

更
、
開
始
時
間
も
３
０
分
繰

り
上
げ

　
定
例
会
は
、
火
曜
日
か
ら

第
一
、
第
三
の
水
曜
日
に
開

催
す
る
こ
と
が
二
月
六
日
の

定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。

開
始
時
間
も
三
十
分
繰
り
上

げ
、
午
後
七
時
半
か
ら
と
な

り
ま
し
た
。
役
員
な
ど
、
水

曜
日
の
方
が
多
く
の
会
員
が

出
席
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ

た
た
め
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
ダ
ラ
ダ
ラ
話
し

合
う
こ
と
が
不
評
だ
っ
た
定

例
会
で
す
が
、
夜
十
時
終
了

を
目
標
に
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ

る
会
議
に
し
ま
す
。
会
員
は

だ
れ
で
も
参
加
で
き
、
意
見

を
述
べ
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
映
画
塾
の
運
営
に
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。

▽
三
月
七
日

■
「
爆
殺
」
が
観
客
賞

　
第
５
期
卒
業
作
品
の
品
田

竜
輔
監
督
「
必
殺
直
撃
爆
殺

蹴
球
伝
説
」
が
、
三
月
二
十

七
日
か
ら
三
十
日
ま
で
行
わ

れ
た
福
井
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
映

画
祭
で
観
客
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
四
月
六
日
に
は
ア
ン

コ
ー
ル
上
映
も
さ
れ
ま
し

た
。
　
同
作
品
は
雑
誌
「
映
画
秘

宝
」
の
第
三
回
「
バ
カ
映
画

ゴ
ン
グ
・
シ
ョ
ー
」
で
四
十

四
本
の
応
募
作
品
の
中
か
ら

入
選
七
本
に
も
選
ば
れ
ま
し

た
。
▽
四
月
十
五
日

■
高
橋
さ
ん
は
Ｐ
Ｆ
Ｆ
１
次

突
破
！

　
映
像
作
家
の
登
竜
門
、
Ｐ

Ｆ
Ｆ
ア
ワ
ー
ド
２
０
０
１

で
、
高
橋
の
ふ
さ
ん
（
１

期
）
の
「
の
り
子
と
ト
モ

子
」
が
一
次
審
査
通
過
の
六

十
本
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
二

次
は
残
念
な
が
ら
通
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

▽
五
月
六
日

■
伝
説
の
自
主
映
画
作
家
来

訪　
五
月
三
日
、
映
画
塾
事
務

こ
ろ
。
ゲ
ス
ト
を
呼
ん
で
ト

ー
ク
番
組
で
す
。
現
時
点
で

最
新
の
ゲ
ス
ト
は
、
シ
ネ
・

ウ
イ
ン
ド
で
邦
画
百
企
画
上

映
の
偉
業
を
達
成
し
た
「
Ｈ

Ｏ
Ｇ
Ａ
―
Ｂ
ｉ
Ｎ
」
主
催
の

中
村
賢
作
さ
ん
。
呼
ん
で

び
っ
く
り
、
既
に
次
の
企
画

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｄ
Ｏ
Ｍ

Ｏ
」
が
走
り
出
し
て
い
ま
し

た
。
　
続
い
て
三
週
連
続
シ
ネ
・

ウ
イ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
特
集

（
予
定
）
。
映
画
セ
ミ
ナ
ー

講
師
の
市
川
栄
さ
ん
、
映
画

理
論
セ
ミ
ナ
ー
講
師
の
野
上

純
嗣
さ
ん
、
新
潟
国
際
情
報

所
に
初
め
て
竹
下
心
也
さ
ん

が
遊
び
に
訪
れ
ま
し
た
＝
写

真

。
竹
下
さ
ん
は
新
潟
南

高
校
卒
。
大
阪
芸
大
を
へ

て
、
現
在
は
宇
都
宮
市
の
宇

都
宮
ア
ー
ト
＆
ス
ポ
ー
ツ
専

門
学
校
で
俳
優
養
成
の
講
師

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
十
数
年

前
「
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム

ご
っ
こ
」
や
「
ひ
と
り
水
戸

黄
門
」
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
系
バ
カ
映
画
で
全
国
的

に
注
目
さ
れ
た
「
伝
説
の
」

自
主
映
画
作
家
で
す
。

　
郷
里
・
新
潟
が
映
画
制
作

で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
こ
と

を
映
画
塾
コ
ム
で
知
り
、
連

休
を
利
用
し
て
遊
び
に
訪
れ

ま
し
た
。
竹
下
さ
ん
は
「
役

者
が
必
要
な
ら
、
う
ち
の
生

徒
を
紹
介
し
ま
す
よ
」
と
映

画
塾
へ
の
協
力
を
約
束
。
今

春
、
新
潟
江
南
高
校
を
卒
業

し
、
同
専
門
学
校
に
入
っ
た

北
詰
祥
子
さ
ん
を
連
れ
て
き

て
下
さ
い
ま
し
た
。
演
技
の

素
質
は
あ
る
と
竹
下
さ
ん
は

太
鼓
判
。
第
６
期
の
受
講
生

は
要
チ
ェ
ッ
ク
で
す
！

■
金
沢
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
に
出

品　
五
月
三
日
か
ら
五
日
ま

で
、
石
川
県
金
沢
市
で
「
第

二
回
金
澤
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
映

画
祭
」
が
開
か
れ
、
新
潟
か

ら
は
映
画
塾
関
係
の
七
本
が

出
品
さ
れ
ま
し
た
。
上
映
作

品
は
以
下
の
通
り
。

　
「
ス
ク
ー
ル
デ
イ
ズ
」

石
川
浩
之
＝
招
待
作
品

「
王
様
と
裸
」
（
中
野
敏

寛
）
▽
「
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
１

９
９
９
」
（
井
上
朗
子
）
▽

「
ト
ナ
リ
ノ
イ
エ
」
（
金
沢

良
美
）
▽
「
Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ
　
Ｔ

ｈ
ｉ
ｎ
ｇ

」
（
ナ
シ
モ
ト

タ
オ
）
「
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
」

（
佐
藤
広
一
）
「
最
低
傑

作
」
（
真
保
巌
）

■
フ
リ
マ
ー
に
出
店

　
五
月
五
日
、
新
潟
競
馬
場

で
行
わ
れ
た
ス
ワ
ッ
プ
・
ミ

ー
ト
に
、
今
年
も
映
画
塾
が

出
店
。
会
員
五
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
売
り
上
げ
は
約
三

万
円
。
こ
の
う
ち
二
万
四
千

円
が
会
計
に
入
り
ま
す
。

　
矢
沢

直
子

監
督

（
５

期
）
、
須
貝
菜
穂
子
監
督

（
３
期
）

　
私
事
で
す
が
、
三
月
十
四

日
に
子
供
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
名
前
は
「
太
郎
」
。
子

役
の
必
要
な
方
は
ジ
ャ
ー
マ

ネ
の
私
に
ご
相
談
を
。

星

　
【
編
集
ス
タ
ッ
フ
】
星
龍

雄
【
題
字
】
宮
川
直
子

2月
  2日　★第２回フィルムラヴァーズフェスタで石川浩之「スクールデ
イズ」、井上朗子「うれしい、着ぐるみ」上映（東京国際フォーラム）
  4日　「Cinemaで愛して！」第62回　フランス映画の輝き、イタリア
映画の誘惑の巻（逸見龍生）
  6日　第3回定例会
10日　★夢ある学校ビデオ・シンポジウム（新潟ユニゾンプラザ）
11日　「Cinemaで愛して！」第63回　世界の映画監督その2の巻(堀
浩)
17日　会員限定上映会「ウラバン！」第2回(事務所)バカ映画特集
18日　「Cinemaで愛して！」第64回　にいがた国際映画祭の巻（実行
委のみなさん）
21日　第4回定例会(第一、第三水曜開催に)
25日　「Cinemaで愛して！」第65回　私がオバサンになってもの巻
(笹崎隆)

3月
  4日　「Cinemaで愛して！」第66回　青春と映画と音楽の巻(星龍雄)
  6日　第5回定例会
11日　「Cinemaで愛して！」第67回　大友克洋特集の巻(シャノン)
17日　「ウラバン！」第3回(事務所)三田元仁の逆襲その１
18日　「Cinemaで愛して！」第68回　映画を読むの巻(星真人）
21日　第6回定例会
24日 ★ドキュメンタリー映画を見る会第2回　原將人「百代の過
客」（万代市民会館）
25日 　「Cinemaで愛して！」第69回　イタリア帰りの巻(堀浩）
27日 ★福井インディーズ映画祭で品田竜輔 ｢必殺直撃爆殺蹴球伝
説｣ 上映、観客賞▽★春風ふわふわ下北沢上映会で石川「スクールデイ
ズ」、佐藤広一「たなご日和」など上映（東京・下北沢
TOLLYWOOD）

4月
  1日 「Cinemaで愛して！」第70回　2001年新作映画の旅・洋画
編の巻(野上純嗣）
  4日 第7回定例会、Teny「駅前伝言板」で第6期告知
  6日 ★品田｢必殺…｣が福井で再映 
  8日 「Cinemaで愛して！」第71回　2001年新作映画の旅・邦画
編の巻(野上純嗣）
15日 「Cinemaで愛して！」第72回　ゴダール特集の巻（逸見龍
生）
18日 第8回定例会
21日 「ウラバン！」第4回(事務所)Ｔ監督クラシック
22日 「Cinemaで愛して！」第73回　フランス帰りの巻(駒形千夏)
▽★鳥の歌主催花見(やすらぎ堤）
29日 「Cinemaで愛して！」第74回　ＢＯＢＡオールナイトの巻
（中村賢作）
5月
  3日 ★金沢インディーズで映画塾関係作品を多数上映(5日まで)
  5日 スワップミートに出店、売り上げ24000円(新潟競馬場)▽★鈴
木卓爾さん（２、3期講師）ウインド企画で来訪
  6日 「Cinemaで愛して！」第75回　青山真治監督特集の巻（星
龍雄）

5月―7月は、第６期映画塾のた

めお休みです。８月に再開予定！

会員限定！　秘密上映会

(01年1月29日～5月6日）　★は関連・協力事業

にいがた映画塾

お問い合わせ等はこちらへ！

〒950-0086　新潟市花園2-3-2飛鳥ビル

電話・ファクス　025-248-9088

電子メール　       mail@n-eigajyuku.com

映画塾コム　      www.n-eigajyuku.com

映
画
塾
コ
ム

Ｎ

Ｅ

Ｗ

Ｓ

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

編
集
後
記

ち
ょ
っ
ぴ
り
と

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

Cinemaで
愛 し て ！


